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§１．研究成果の概要 

 2019 年度は、軟磁性体の浮遊型実験系を実験的に可能な形で提案し、実験の立ち上げを進め

ている。浮上方法としては、光輻射などの熱を流入が少なく、フィードバック制御なくして安定して

浮上させられる観点からマイスナー効果を用いる。これまで実験的に実現されてきた多くの磁性浮

遊系では、磁石が自発的に磁化を持っている硬磁性体を用いたものが主流であった。このような系

は、反磁性や、超伝導体のピン止め効果、マイスナー効果を用いることで、容易に浮上させること

ができる。一方、自発磁化の大きな硬磁性体ほど、ヒステリシスが大きくなる。そのため、浮遊体の

変位や磁場の揺動が損失となり、Q 値が著しく低下してしまうことが課題となっていた。そこで、本

研究ではヒステリシス損が小さい軟磁性体を用いる。スピンのコヒーレンス時間が長い観点から、イ

ットリウム鉄ガーネット（YIG）を用いる。 

 軟磁性体は自発磁化を持たないため、外部から強磁場を

印可して磁化させる必要がある。実際の実験では、4 K で

NbTi 超伝導コイルを用い、数十 mT 程度の外場を印可す

る。マイスナー効果を実現するための超伝導体がこの強磁

場で破壊されないためには、第二種超伝導体で純度の高

い Nb を用いる必要がある。そこで本研究では高エネルギ

ー加速器研究機構と ULVAC と共同研究で所望の性能を

持つ超伝導体試料片の加工方法を開発した。これを用いて

実験系の立ち上げを行い、直径 0.5 mm の YIG 球を浮か

すのに必要な要求性能を満たす実験系を立ち上げることに

成功した（図 1）。今後は、この実験系を用いて、実際の

YIG 浮遊を行い、世界最高 Q 値を実現したい。 

2019 年度 

実績報告書 

High RRR Nb piece 
slit < 300 um 

NbTi superconducting coil 
YIG sphere φ = 0.5 mm 

図 1 実験の様子 


